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５
月
24
日
、栃
木
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て

令
和
元
年
度
栃
木
市
自
治
会
連
合
会
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、自
治
会
活
動
の
中
心
と
し
て
永
年
に
わ

た
り
活
躍
さ
れ
た
自
治
会
役
員
の
方
々
を
表
彰
す

る
会
長
特
別
表
彰
が
総
会
後
に
初
め
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
功
労
者
表
彰
と
併
せ
て
1
2
0
名

を
超
え
る
方
に
表
彰
状
と
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
年
は
５
月
１
日
に
元

号
が
平
成
か
ら
令
和
に
改

ま
り
、上
皇
天
皇
が
ご
存

命
中
の
ご
退
位
、新
天
皇
の

ご
即
位
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、祝
賀
ム
ー
ド
の
な
か
で

国
民
に
幅
広
く
受
け
入
れ

ら
れ
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば

し
い
こ
と
で
し
た
。

　

平
成
30
年
度
自
治
会
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、行
政
・

議
会
の
ご
理
解
ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら
、４
７
3
名
の
自

治
会
長
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
の
も
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
取
組
み
に
よ
り
よ
い
、住
民
の
絆
の

醸
成
に
努
め
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
心
か
ら
敬
意

を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
の
国
勢
調
査
で
人
口
減
少
が
確
認
さ
れ
、

２
０
２
５
年
に
団
塊
世
代
が
満
75
歳
以
上
に
な
り
ま
す

と
、国
の
人
口
は
約
３
９
０
万
人
減
り
、後
期
高
齢
者
は

約
４
９
０
万
人
増
加
す
る
と
想
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
は
、人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
超
高
齢
社

会
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、先
日
の
新
聞
等
で
政

府
は
高
齢
社
会
で
の
公
助
に
は
限
界
が
あ
り
国
民
の
自

助
努
力
が
必
要
だ
と
い
う
見
方
を
示
し
て
い
る
旨
の
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

人
々
の
生
き
方
が
多
様
化
し
、社
会
構
造
が
変
化
し
て

ま
い
り
ま
す
と
、人
々
の
価
値
観
が
大
き
く
変
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
に
あ
っ
て
、一
時
的
に
難
し
い

時
期
を
迎
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、地
域
の
住
人
同
士

が
労
り
合
い
、助
け
合
っ
て
心
豊
か
に
生
活
し
て
い
く
た

め
に
は
、地
縁
団
体
と
し
て
の
自
治
会
活
動
の
必
要
性
が

増
し
て
く
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
各
自
治
会
長
の
皆
さ
ま
と
伴
に
、活
動
の

活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

栃
木
市
自
治
会
連
合
会

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

議
事
内
容※議事に

ついては
全て承認
されました。

栃
木
市
自
治
会
連
合
会会長

　
臼
井
　
義
雄

•
平
成
30
年
度
事
業
報
告

•

平
成
30
年
度
収
支
決
算
報
告

•

監
査
報
告

•

規
約
の
一
部
改
正

•

令
和
元
年
度
事
業
計
画

•

令
和
元
年
度
収
支
予
算

•

役
員
選
任（
3
ペ
ー
ジ
参
照
）

新役員の紹介を行いました

祝辞を述べる大川市長祝辞を述べる大阿久議長
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（
田
村
小
路
）

（
河
合
町
）

（
湊
町
）

（
入
舟
町
三
丁
目
）

（
大
宮
第
一
）

（
古
宿
西
部
）

（
今
泉
町
）

（
鍋
山
第
二
）

（
星
野
町
）

（
富
田
第
８
）

（
下
宮
）

（
西
ノ
一
）

（
東
ノ
一
）

（
平
川
（
都
賀
）
）

（
中
新
田
）

（
橋
本
）

（
赤
羽
根
）

（
学
校
前
）

（
新
里
宿
）

田
沼
　
敏
彦

松
本
　
　
洋

佐
山
　
直
延

五
十
嵐
秀
行

森
戸
　
重
則

島
田
　
文
征

加
藤
　
貞
夫

峰
岸
　
晃
一

大
田
和
　
茂

髙
松
　
國
夫

竹
澤
　
義
雄

藤
野
　
好
一

横
田
　
久
雄

若
林
　
正
二

川
俣
　
三
男

渡
邉
　
靖
昭

永
島
　
仁
一

川
原
井
　
清

熊
倉
　
正
志

　

永
年
に
わ
た
る
自
治
会
活
動
の
成
果
に
敬
意
を

込
め
て
自
治
会
功
労
者
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
、功
労
者
表
彰
と
併
せ
て
、永
年
に
わ
た
り
自

治
会
活
動
の
中
心
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
自
治
会
役

員
の
皆
さ
ん
を
表
彰
す
る
会
長
特
別
表
彰
が
今
回

初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
橋
　
正
美

湯
澤
　
章
博

山
口
卯
三
郎

村
田
重
兵
衛

髙
𣘺
　
憲
司

地
神
　
清
志

田
村
　
　
繁

髙
田
　
良
久

藤
澤
　
正
佳

中
村
　
光
男

長
谷
川
勝
男

猿
山
　
英
男

小
花
　
　
正

安
穂
　
元
晴

野
川
　
　
寛

石
川
　
正
佳

田
村
　
　
清

小
林
　
好
雄

森
田
　
裕
男

山
野
井
　
滋

伊
藤
幸
四
郎

須
藤
　
安
基

古
山
　
光
男

牛
久
　
勝
正

川
野
辺
　
進

竹
沢
　
武
男

金
子
　
　
栄

鈴
木
　
　
稔

岸
　
　
　
繁

横
山
　
定
克

諏
訪
　
　
勇

水
野
　
一
雄

坂
本
　
三
郎

谷
中
　
俊
行

菅
原
　
良
枝

熊
倉
　
賢
司

古
川
　
勇
雄

古
賀
　
澄
夫

新
井
　
晃
子

菅
谷
ト
ミ
子

柏
﨑
　
高
偉

日
向
野
一
男

森
戸
　
直
嗣

中
由
　
　
誠

篠
原
レ
イ
子

塩
澤
　
茂
雄

大
出
美
江
子

関
口
　
和
己

佐
藤
　
治
雄

大
島
　
孝
夫

髙
岩
　
光
男

森
澤
　
幸
次

鈴
木
　
英
彰

黒
田
　
富
夫

宮
崎
　
利
雄

多
ケ
谷
松
夫

柴
田
　
定
雄

菊
元
　
規
之

小
笠
原
文
子

星
野
　
　
進

田
波
　
文
雄

五
月
女
徳
夫

村
山
　
圭
司

佐
山
　
芳
美

小
林
　
知
行

大
山
　
利
雄

江
口
　
芳
明

矢
澤
　
勝
己

田
代
　
隆
男

江
田
登
喜
夫

廣
澤
造
酒
雄

関
口
　
幸
一

久
留
生
　
浩

北
原
　
　
孝

森
川
　
　
昇

町
田
　
英
夫

立
川
　
利
一

鈴
木
　
通
雄

池
田
健
一
郎

大
武
　
眞
一

篠
﨑
　
恚
基

中
村
　
明
雄

境
　
　
進
一

中
田
　
悦
男

関
口
　
重
和

大
出
　
武
司

野
原
　
　
保

正
田
　
秀
雄

大
島
　
幸
昭

大
島
　
文
男

小
古
山
　
正

髙
木
　
伸
世

寺
内
　
　
久

宇
佐
見
　
勉

大
澤
　
　
敦

横
地
　
重
昭

松
本
　
佳
久

本
橋
　
亮
成

猿
山
　
昌
幸

石
川
　
和
芳

湯
澤
　
松
男

若
林
　
照
夫

田
村
　
利
男

佐
藤
　
　
博

若
井
　
昭
一

間
中
　
康
治

全
3
名（
順
不
同
）

全
19
名（
順
不
同
）

全
1
0
3
名（
順
不
同
）

（
沼
和
田
町
通
り
）

（
昭
和
町
）

（
今
泉
二
丁
目
）

（
万
町
一
丁
目
）

（

〃

）

（

〃

）

（
万
町
三
丁
目
）

（

〃

）

（

〃

）

（
万
町
四
丁
目
）

（

〃

）

（

〃

）

（
田
村
小
路
）

（

〃

）

（
日
ノ
出
町
）

（

〃

）

（

〃

）

（

泉

町

）

（

〃

）

（
旭
町
一
・
二
丁
目
）

（
旭
町
三
丁
目
）

（

〃

）

（

〃

）

（

境

町

）

（

〃

）

（

〃

）

（
沼
和
田
町
西
部
）

（

〃

）

（
城
内
町
二
丁
目
）

（

〃

）

（

〃

）

（

宿

河

原

）

（

〃

）

（
城
内
町
大
宿
）

（

〃

）

（

〃

）

（

〃

）

（
箱
森
町
東
部
）

（

〃

）

（

〃

）

（
箱
森
中
央
）

（
箱
森
西
部
）

（

〃

）

（

小

平

町

）

（

〃

）

（

〃

）

（

大

町

）

（

昭

和

町

）

（

〃

）

（

〃

）

（
片
柳
町
三
・
四
丁
目
）

（

平

井

町

）

（

〃

）

（
薗
部
町
二
丁
目
）

（

〃

）

（
富
士
見
町
）

（

〃

）

（

〃

）

（

〃

）

（

〃

）

（

〃

）

（

〃

）

（
入
舟
町
一
丁
目
）

（

〃

）

（

〃

）

（
入
舟
町
三
丁
目
）

（

〃

）

（

祝

町

）

（

〃

）

（

〃

）

（

錦

町

）

（

〃

）

（

〃

）

（

平

川

）

（

〃

）

（
古
宿
東
部
）

（

〃

）

（

三

日

月

）

（

今

泉

町

）

（
今
泉
団
地
）

（

大

日

）

（

〃

）

（
と
ち
の
木
）

（
皆
川
地
区
）

（

　

）

（

〃

）

（

〃

）

（

〃

）

（

岩

出

町

）

（

〃

）

（
鍋
山
第
一
）

（

〃

）

（
鍋
山
町
第
三
）

（

星

野

町

）

（

〃

）

（

〃

）

（
西
山
田
第
２
）

（

〃

）

（

〃

）

（
西
野
田
第
2
）

（

金

崎

南

）

（

〃

）

（

中

宿

）

（

柴

中

）

（

〃

）

（
静
和
駅
前
一
）

功
労
者
表
彰
・
会
長
特
別
表
彰
を
行
い
ま
し
た

特
別
功
労
者
表
彰
【
自
治
会
長
８
年
以
上
】

会
長
特
別
表
彰
被
表
彰
者
名【
自
治
会
役
員
４
年
以
上
】

功
労
者
表
彰
【
自
治
会
長
4
年
以
上
】

　
地
区
名
・
自
治
会
名 　

  
敬
称
略　

　
地
区
名
・
自
治
会
名 　

  

敬
称
略　
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　宿河原自治会では、巴波川河川敷の清掃を昨年度は7月15日の暑い日曜日に実施しました。平成橋の上流方は、護岸が
整備されているので、きれいになっているが、特にJR、東武線の高架橋の下流方は河川敷、河床の草が生え、水の流れも悪く
なっています。

　そのため、前回は川の中のゴミ等は拾うことができず河川敷に入っていける場所だけのゴミ
拾いとなってしまいました。河川敷の清掃は、昨年度が初めての行事でしたが、自治会役員、班
長、会員の約30名の参加があり、ご協力いただきました。
　巴波川は栃木土木事務所の管理で年2回の築堤の草刈り、年１回の河床の整地を行って
もらっています。
　今年度は、上記に併せて河床の整地の後、皆さんの力を仰ぎ実施致したいと思っています。

巴波川の清掃について 宿河原自治会自 治 会
作 成 者 岸　秀亮

令
和
元
年
度
役
員
紹
介

　自治会連合会だよりでは、自治会間の情報交換の場として、自治会活動に関する記事を募集します。自治会活動の周知や成功事
例の周知など自治会活動の活性化にご活用ください。

随時

〒328-8686　栃木市万町9-25
（地域づくり推進課内）
電話：0282-21-2331
FA X：0282-21-2671
e-mail：chiiki@city.tochigi. lg.jp

栃木市自治会連合会事務局
※発行のスケジュールにより掲載時期が異なります。※次回発行は年度末ごろを予定しています。次回掲載を希
望される場合には１２月末日までに提出ください。※様式の指定はございませんが、200～300文字程度とさせて
いただきます。※記事を掲載できない場合がございます。予めご了承ください。※写真等はデータ（JPEG形式）で
提出ください。また、人物が写っている場合には、了承を得てから提出してください。データでの提出が難しい場合
には直接お持ちください。

自治会活動に関すること
自治会名、氏名、住所、電話番号を明記のうえ、メー
ル、FAX、窓口にて原稿、写真等を提出ください。

募集時期

募集記事
応募方法

その他ご不明な点等ございましたら、
事務局までお問い合わせください。

役
職

氏
名

地
区
名

自
治
会

会
長

臼
井　
義
雄

栃
木
第
４
地
区
城
内
町
大
宿

副
会
長

関
口
茂
一
郎

皆
川
地
区

東
小
野
口

柳
田　
和
子

大
平
地
域

下
皆
川
第
１

進
上　
一
巳

藤
岡
地
域

新
町

石
川　
一
夫

都
賀
地
域

下
新
田

毛
塚　
信
男

西
方
地
域

峰

永
島　
仁
一

岩
舟
地
域

赤
羽
根

理
事

大
栗　
利
夫

栃
木
第
１
地
区
万
町
三
丁
目

落
合　
雅
雄

栃
木
第
２
地
区
倭
町
北
五

大
橋　
正
美

栃
木
第
３
地
区
沼
和
田
町
通
り

杉
戸　
　
洋

栃
木
第
５
地
区
嘉
右
衛
門
町

高
橋　
正
行

栃
木
第
６
地
区
薗
部
町
四
丁
目

長
谷
川　
孝

栃
木
第
７
地
区
入
舟
町
二
丁
目

内
藤　
　
實

大
宮
地
区

平
川

峰
岸　
晃
一

寺
尾
地
区

鍋
山
第
二

川
口　
幸
吉

大
平
地
域

真
弓
東

大
出　
幹
治

大
平
地
域

西
水
代
下

野
原　
宏
之

大
平
地
域

富
田
第
７

田
中　
伸
太

大
平
地
域

上
高
島

石
原
謙
太
郎

大
平
地
域

榎
本
旭

谷
内　
　
清

藤
岡
地
域

帯
刀

藤
沼
美
紀
雄

藤
岡
地
域

大
ノ
下

相
田　
幸
弘

都
賀
地
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上
新
田

自治会活動についての記事を募集します

令和元年度春の
叙勲を受章されました
　本会会長の臼井義雄氏が令和元年度春の叙勲を受章されまし
た。臼井氏は、平成８年に城内町大宿自治会長に就任し地域コミ
ュニティの発展に尽力され、平成18年に栃木第４地区自治会連
合会長、平成29年に栃木市自治会連合会の会長を歴任し、地元
自治会のみならず栃木市と本会との連絡・調整、地域活動の活性
化と住民自治の発展のため中心的な役割を果たすなど、長年にわ
たる自治会活動が評価され、受章に至りました。
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今 後 の
予 定

第3回役員会 役員視察研修 自治会長研修会第4回役員会 第5回役員会

　不法投棄
映像記録カメラ
貸出制度

　不法投棄
映像記録カメラ

常習
的な不

法投棄の防止を図るため、不法投棄映像記録カメラを自治会
へ貸

し出
しま
す

。

お 問 合 せ 先：環 境 課 　 環 境 美 化 係（とちぎクリーンプラザ 内 ）
ＴＥＬ　 0 2 8 2 - 3 1 - 2 4 4 7

※スケジュールは変更になる場合がございます。

※別途、単三乾電池及びＳＤメモリーカードが必要となります。自治
会等でご用意ください。

※設置場所に木や柱などがない場合、カメラを設置することができ
ません。事前に設置場所の所有者等の承諾を得てください。

7/23㈫ 1 月中 旬12/17㈫ 3/18㈬

貸出期間

貸出器材

貸出費用

申請手続

１箇月以内
映像記録カメラ１台、設置看板１枚

無料

環 境 課（とちぎクリーンプラザ 内 ）又 は 大 平・
藤岡・都賀・西方・岩舟市民生活課に申請書を
提出してください。

（詳細は環境課までご連絡ください。）

貸出
内容

10/2
~3
㈫

㈭


